
ライトアップin令和の都だざいふを開催します 問い合わせ　観光推進課　観光推進係（☎内線483）

　ライトアップをする観世音寺には国の重要文化財指定の仏像などがあり、「古代

日本の『西の都』～東アジアとの交流拠点～」の一つとしても認定されています。

やわらかな光が太宰府の夜を幻想的に彩ります。

日　時　12月31日㈰午後５時頃～翌朝３時頃

場　所　観世音寺 ※天候などにより中止・変更となる場合があります。
※混雑緩和のため公共交通機関を利用してください。
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太宰府西中２年　　森田　愛生さん

肌の色　花の色
　色々あるから美しい

もり た ちか う

韓国にはこの時期にはこれを食べるという風習がいくつかあります。たとえば

旧正月にはトックク(お餅のスープ)、小正月には栗とクルミ、お盆(秋夕)にはソン

ピョン(お餅)などが代表的です。今回は「冬至(동지)には小豆粥(팥죽)」を紹介し

ます。

冬至は言葉のとおり「冬に至る」という意味があり、夜が一番長く昼が一番短

い日のことで、本年は12月22日㈮が冬至です。この日を過ぎると、だんだん昼の

時間が長くなるので、太陽が再び始まる出発点とも思われたそうです。

そして韓国の팥죽も言葉のとおり팥(小豆)と죽(粥)のことで、小豆で作ったお

粥です。

冬至に小豆粥を食べるようになった理由は、小豆の赤い色が厄払いと伝染病

を予防してくれると信じていたためです。冬至の期間に、厄払いを意味する赤い

小豆(팥)と命の誕生を意味するもち米団子(새알심)が入った小豆粥を食べて１年

を締めくくり、新しい年を迎える儀式を行いました。

日本のお汁粉やぜんざいとも似ている韓国の小

豆粥（팥죽)。見た目は似ていますが、韓国ではこ

のような意味があります。みなさんも12月22日には

小豆粥（팥죽)を食べてみてはいかがですか。

冬至には小豆粥

（星ヶ丘区）小原流

花材 野バラ、百合、グロリオサ、モンステラ

川波　洋子

（応募時）

かわなみ よう こ

国際交流・韓国

太宰府市国際交流員
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太宰府天満宮

参道

九州国立博物館

光明禅寺

鉄

駅
府
宰
太
鉄
西

P

P

P

P P

太宰府館
地図

当館には駐車場がありません。 コミュニティバス 「まほろば号」 を利用してください。

休 館 日 　毎週水曜日 （ 祝日の場合は開館、翌平日休館）

開館時間　 午前10時～午後６時
　　　　　　　 （ただし、 まほろばホールは午後10時まで事前予約で利用できます）

地域活性化複合施設

「太宰府館」 （西鉄太宰府駅から徒歩2分）

〒818-0117　 太宰府市宰府三丁目2番3号　

☎（918）8700　　FAX（918）8701 

dazaifu-kan@city.dazaifu.lg.jp

3階　まほろばホール

イベントなど、予告なく変更になる場合があります。

年末年始の休館・開館は、P37に掲載しています。

★万葉集講座
12月９日㈯

開場：午後１時30分　開演：午後２時

講師：向井克年先生(万葉博士)

【12月のテーマ】

龍の馬の贈答歌　–都の人–

参加費：一般1,000円(資料代込・事前申込要)

※次回1月13日㈯

問い合わせ：松尾☎(922)7328

む か  い  か つ と し

ま つ  お

２階ギャラリー

★太宰府市公文書館開館10周年記念
　プレ企画パネル展「“まち”の記憶、
　“まち”の記録－公文書館資料展－」

12月２日㈯～24日㈰

午前10時～午後６時

公文書館が所蔵する地域資料を、わかりやすい解説付き

で紹介します。

観覧無料

問い合わせ：太宰府市公文書館☎(921)2322

★史跡解説『門前町散策』
12月３日㈰

集合：午前10時　

解説：(公財)古都大宰府保存協会史跡解説員

門前六町のうち、「さいふまいり」で賑わった下三町(大町・

新町・五条)を史跡解説員と一緒にめぐります。

コース：太宰府館～西鉄太宰府駅～中村徳山顕彰碑と

井上哲次郎生誕地碑～神牛塚～三浦の碑と高橋口～金掛

天満宮～西鉄五条駅

参加費：無料　

※次回３月３日㈰

体験プログラム

事前申込は必要ありません

★木うそ絵付け体験
12月10日㈰　

午前11時～午後３時(随時)

インストラクター：太宰府木うそ保存会

参加費：1,000円(材料費込) 

※次回１月14日㈰

当日参加ＯＫ

★ハーモニーフォレスト
12月17日㈰

開場：午後１時30分　開演：午後２時

大阪の女声合唱団アウスリーベと地元のコール秋桜との

ジョイントコンサート

入場料：無料(事前申込不要)

問い合わせ：江上英子　090(2715)4884
え　がみ えい　こ


